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第１節　環境に関する将来像 

本計画の上位に位置する「第２次曽於市総合振興計画」における「市の将来像」とし

て「豊かな自然の中で　みんなが創る　笑顔輝く元気なまち」と定めています。これを

念頭に置き，本市の環境に関する将来像を下記の通りとしました。 

 

 

 

第２次曽於市総合振興計画における市の将来像　 

 

 

 

本計画における市の環境に関する将来像 

 

 
 

第２次曽於市総合振興計画において，少子高齢化と若年層の人口流出による人口減少

や地域コミュニティ機能の低下，それらに起因する様々な社会問題がある中，多様なま

ちの魅力や資源を活かし，市民や市をはじめとするあらゆる主体が連携協力し，笑顔が

輝き，次世代に誇れる元気なまちを目指しています。 

本計画においても，市民一人ひとりが行動し，自らの手で地域環境・地球環境を創っ

ていくことが重要であり，その行動なくしては環境の保全や向上はあり得ません。前計

画において環境に関する将来像として掲げた「人と豊かな自然が共生して」という部分

は踏襲し，第２次曽於市総合振興計画における市の将来像として新たに定められた「み

んなが創る」という部分を本計画にも取り入れ，本計画における環境に関する将来像を

策定しました。 
 

 

豊かな自然の中で　みんなが創る　笑顔輝く元気なまち 

人と豊かな自然が共生して 

みんなで創る環境にやさしいまち　曽於市
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第２節　プロジェクトの概要 

本市が目標とする環境に関する将来像「人と豊かな自然が共生して　みんなで創る環

境にやさしいまち　曽於市」の実現に向けて，６つのプロジェクトを設定し，以下にそ

の概要を示します。また，それぞれのプロジェクトに関連する SDGs のゴールを示し，

本計画の推進によって持続可能な社会の実現を目指すとともに，市民・事業者・市それ

ぞれの行動を促していきます。 

 

 

 

 

エコ意識・環境学習プロジェクト 

市民一人ひとりの環境への意識を高めよう 

■関連する SDGs 

大気プロジェクト 

脱炭素社会の実現を目指し，きれいな空気を維持しよう 

■関連する SDGs 

農畜産プロジェクト 

循環型農業を推進し，食と農畜産を未来に受け継ごう 

■関連する SDGs 
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森林プロジェクト 

多様な機能を持つ，森，里山を守り育てよう 

■関連する SDGs 

 

水プロジェクト 

安心・安全な水資源を保全しよう 

■関連する SDGs 

 

暮らしプロジェクト 

環境負荷の少ない暮らしを実行しよう 

■関連する SDGs 
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第３節　施策の体系 

施策の体系は以下のとおりです。 

▼図表 3-1　施策の体系 
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し
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将来像 プロジェクト

農畜産業の

持続的な発展

林業の持続

的な発展

森林の

整備・保全

家庭ごみの

不法焼却

エコ

ライフ

地球環境

温暖化

環境学習

エコ意識

生活に

必要な水

施策の体系

農業

農畜産業共通

林業の持続的な発展

生活に必要な水

排水

河川や海

まち並み・景観

家庭ごみの不法焼却対策

事業所における不法焼却対策

騒音・振動・悪臭対策

光化学オキシダント・ＰＭ２.５対策

ごみの排出抑制

家庭における取組み

事業所における取組み

学校等における環境教育の推進

大人に対する環境啓発

食育の推進

情報の発信・共有

環境活動への参加

まち
住環境

市役所での率先した取組み

外来生物

森林の適正管理

省エネ

災害対策災害

光化学オキシダ
ント・ＰＭ２.５

事業所に

おける不法焼却

騒音・振動・

悪臭

農地保全

施肥・農薬散布

農地の保全

環境保全型

農業の推進
農業用廃棄物

家畜排せつ物

外来生物

森林面積の維持

有害鳥獣対策

排水

河川や海

外来生物外来生物

エコ意識・環境学習
プロジェクト

市民一人ひとりの
環境への意識を高めよう

大気
プロジェクト

脱炭素社会の実現を目指し，
きれいな空気を維持しよう

農畜産
プロジェクト

循環型農業を推進し，
食と農畜産を未来に受け継ごう

森林
プロジェクト

多様な機能を持つ，
森，里山を守り育てよう

水
プロジェクト

安心・安全な水資源を
保全しよう

暮らし
プロジェクト

環境負荷の少ない
暮らしを実行しよう


